
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

～

放課後児童クラブ設置促進事業 直接 ２市町村に対し助成 19,002 19,002 15,049

（当初）

児童厚生施設（児童館、児童

センター）の創設等

直接 実績なし 0 19,355

項目 実施方法 H24事業実績

（当初） (決算)

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 国庫補助等を有効活用しながら実施することが効果的である

次世代育成支援対策施設整備交付金要綱、社会福祉施設等整備事業補助金交付要綱

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

　市町村の整備計画に基づき、施設を設備する経費を補助することにより、子どもの安全・安心な居場所を提供する。

現状

○子どもの安全・安心な居場所として有効に活用されており、都市部を中心に一定のニーズがある。

○ニーズに対して整備が進んでいないことから、整備促進を図る必要がある。

○市町村は、利用可能な既存の公共施設を利用した施設整備及び検討等行い、事業費の圧縮を図っている。
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施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

３　子育て支援体制の充実 実施期間 S43

　市町村の整備計画に基づき、必要な補助を行う。

　補助対象：2箇所（放課後児童クラブ室2箇所）

H24 H25

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

0.20

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　新たな施設の設置や老朽化した施設の改築等の際は、利用可能な既存の公共施設を活用した施設整備などを行うことで事業費の圧縮を図り、整備

計画については保護者、地域住民の意見をより反映させたものとする。

目標に対

する成果

の状況

　市町村の整備計画に基づき、児童クラブ室の施設整備費を補助し、子どもの安全・安心な居場所の提供を推進した。
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放課後児童クラブ改修
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合計（A) 56,478

児童館・児童センター創設 178箇所

28,239 8,703 9,501 7,524

17,406 19,002 34,404
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55,479 17,406 19,002 34,404

24年度 25年度

合計 19,002 19,002 34,404

Aの

財源

概　算

人件費

当初予算 目標 成果 達成状況

0 0

前年度繰越 0 0 0 0

項目

現況

（見込）

Ｈ２４
H25

目標

補正予算 999

 概算事業費（B（A）+C） 58,051 12,501 20,654 36,056

成果目標の達成状況
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度


